
［成果情報名］トマト促成栽培におけるシルバーリーフコナジラミの発生推移と黄化葉巻

病の感染時期

［要約］トマト促成栽培において、シルバーリーフコナジラミおよび黄化葉巻病は主に育

苗期後半から生育初期に発生することから、本病の主な感染時期は育苗期から定植直後で

ある。
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［背景・ねらい］

トマト黄化葉巻病は を病原とするウイルス病Tomato yellow leaf curl virus(TYLCV)

で、本ウイルスに感染したトマトは新葉が黄化、萎縮して生長が止まり、着果不良になる

ため、長期間栽培を行う促成栽培で大きな被害を与えている。本ウイルスは侵入害虫であ

るシルバーリーフコナジラミによって媒介されるが、国内における生態は未解明の点が多

く、本病の防除対策を講ずる上ではこれらの発生消長を知ることが重要である。これまで

に、本県ではシルバーリーフコナジラミは夏期に発生が多く、 月以降減少することが概10

ね明らかになっている（ながさき普及技術情報第 号、 ）が、生育ステージと防除時21 2002

期との関係を明らかにするため、促成栽培の主要な時期において、本病とシルバーリーフ

コナジラミの発生消長を検討する。

［成果の内容・特徴］

１．トマト促成栽培では、オンシツコナジラミとシルバーリーフコナジラミの２種のコナ

ジラミが発生するが、生育初期における優占種はシルバーリーフコナジラミである。本

種は定植直後からトマトへ寄生するが それ以後薬剤防除等によって密度が低下する 図、 （

１ 。）

． 、 、２ 月中下旬定植のトマト促成栽培において 黄化葉巻病は育苗期後半から発生し始め10

本圃での生育初期に急増する（図２ 。）

10日～35日）から、トマト促成栽３．これらの発生消長および本ウイルスの潜伏期間（約

培における本病の主な感染時期は、育苗期から定植直後である。

［成果の活用面・留意点］

１．主な感染時期と推測された育苗期から定植直後にかけて、本病の発生の恐れがある地

域では、粒剤の鉢上げ時および育苗期後半処理を中心とした薬剤防除を行うとともに、

媒介虫の密度や保毒虫率を下げるため、本病の伝染源や媒介虫の増殖源の除去、苗床お

よび本圃への媒介虫の侵入防止等、総合的な防除対策を講ずる必要がある。



［具体的データ］

［その他］

研究課題名：トマト黄化葉巻病の防除技術確立

予算区分：国庫（地域新技術）

研究期間： ～ 年度2001 2003

研究担当者：小川恭弘、内川敬介

図１　トマト黄化葉巻病発生圃場におけるコナジラミ類の発生推移
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図２　トマト黄化葉巻病発生圃場における累積発病株率の推移
14年産：　鉢上げ　2001年９月４日、定植　10月10日
15年産：　鉢上げ　2002年９月26日、定植　10月27日


